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河川状況データを集約して水害を未然に防ぐ『自然環境の監視』 

 

■課題 

局地的な大雨、台風などから起こる水害問題。国や県の管理下にある 1 級河川

といった規模の大きな河川では、水位計等が整備され常に管理されています。し

かし、市町村管理の 2 級河川や準用河川や普通河川といった規模の小さな河川

では、維持費等の問題もあり整備が進んでいないのが現状です。 

 

■概要・期待効果 

LoRa12 段ホップで最大 120km の広域無線ネットワークの構築実現により、イノシ

シや鹿が生息する山間部などの電波が届きにくい場所でも安定的に通信ができま

す。山間部や川の上流域などに雨量計や水位計を設置してデータをリアルタイム

に取得して、川の氾濫や洪水被害に対して事前に備えることで被害を最小限にと

どめることができます。 

 

 


